

































QOL 評価尺度 FACT-G で実施した実証結果をご報告させていただきました。（★がん患者さん、ご家
族ともに、治療が進むにつれ下がりがちな QOL が上昇または維持をしていたという結果が得られま
した）。
そのほか、具体的なメイクリカバリー法のポイント、さらには患者として、ピアサポーターとして、
経験の視点から看護師さんに期待することをお話させていただきました。
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